
数字で読み解く滋賀医科大学

206人大学院生926人学 部 生

1974年 1,418人

354.6億円

28.6％
全国平均

医科系大学の男女教員比率は24.9％＊で本学はわずかながら上回ってい
ます。国立の医科大学4校の中ではもっとも女性教員比率が高く、これま
での男女ともに活躍できる環境づくりを推進してきたことが繋がっている
と考えています。（⇒男女共同参画セクション p.52-55もご覧ください。）
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■民間等との共同研究
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教職員数開　学

50周年記念ウェブサイト
女性比率要チェック

開学49年、いよいよです。50周年記念事業を進める中、昔の滋賀医大
を振り返り、これまで本学に関わってくださった皆さまに感謝の気持ち
がどんどん溢れてきます。皆さまには、統合報告書に加え、記念ウェブサ
イトもぜひともご覧ください。

2024年に
50周年を
迎えます

国立大学の平均9.4人に比べ、滋賀医科大学は学生数に対し教員数が
多く手厚い教育環境があると言えます。
本学では一人ひとりの学生に丁寧で温かい指導を心がけています。

（出典）文部科学省「学校基本調査」（2022）

2023年5月2023年5月 1教員あたりの
学部学生数（ST比）

学生数 経常収益

2022年度医学科卒業生は例年より県内就職者の割合は低くなりまし
た。卒業後もそのまま滋賀県に残ってほしいという思いはあります。しか
し、卒業時に県外に羽ばたいた皆さんに、滋賀県という地に戻り、培って
きた知識を還元するというキャリアパスもあることをお伝えしたいと思
います（⇒地域医療セクション p.50 廣瀬医師のコラム）。滋賀県内で働
くことも、何年後かになったとしても本学の理念「地域に貢献する」に関
わることも、どちらも願っています。

2022年度

卒業者の滋賀県内進路状況

2022年度の医師国家試験合格率は全国平均より大きく上回りました。
教育担当理事をはじめ、国家試験対策を講じ、学生と真摯に向き合う、そ
の取組みが学生の努力と合わさり、結果にあらわれたのだと思います。
今後も学生の皆さんが医療人として本学から飛び立っていけるよう取り
組んでいきます。

2022年度国家試験合格率

1,132人合
計

男女比 610人7 8：約
522人

博士課程　158人 修士課程　48人医学科　686人 看護科　240人

53.9%46.1%

医学科編入学率　　 　   11.8％
医学科第１学年　地域枠  11.6％

留学生比率　　　16.0％
社会人大学院生   68.9％

283人403人 230人10人 59人99人 38人10人
62.7%37.3%95.8%4.2%58.7% 41.3% 79.2%20.8%

男子学生
女子学生

国立大学平均ST比  1：9.4
（滋賀医科大学IR室調べ）

1：2.4学生教員

2.4人の学部学生に１人の教員

29.8%
特に「若手研究（36.1%）」や「研究活動スタート支援（40.0％）」の採択
率が高いのが本学の特徴です。「No申請,No採択」で科学研究費申請、
獲得のための支援を行っています。
（⇒研究セクション p.34）

2022年度2022年度

分野別ランキング
「教育リソース」

SDGs3
「すべての人に
  健康と福祉を」

科学研究費採択率外部資金受入額

研究を発展させるために外
部資金獲得は重要です。
本学では研究推進はもち
ろんのこと、社会実装に繋
げるために日々研究活動、
研究支援を行っています。

「地域中核・特色ある研究大学の連携による産学官連携・共同研
究の施設整備事業」に採択されました（⇒研究セクション p.37）

財務情報セクション（p.66-73）をご覧ください。

特許保有件数は総合大学と比べ少ないですが、実施許諾率は高く、研究
成果が社会還元されていると言えます。

教育リソースは学生一人あたりの資金や教育比率などのデータから、
どれだけ充実した教育が行われている可能性があるかを表しています。
総合順位も前年度よりランクアップし、96位から89位↑になっています。

2022年度

大学ファクトブック2023
（（一社）日本経済団体連合会）

特許の実施許諾率

大学ランキング

35億円

10.2％
8.3％

15.0％

58.5％ 8.0％

若手研究者の育成に力を入れています

詳細は財務諸表を
ご覧ください。 ▶

学生一人ひとりに対し、
あたたかく手厚い教育・研究環境がある

世界 第16位/1,218機関
国内 第 2 位/70大学
本ランキングはSDGsの枠組みを用いて大学の社会貢献活動や研究活
動を評価したものです。

SDGsの達成に繋がっている
地域における健康・福祉の促進への寄与

THE 日本大学ランキング2023 THE インパクトランキング2023

IR室ウェブサイトでも
紹介しています
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